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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はラミニンのα1サブユニットの1つをコードしています。ラミニンは、α、β、γ鎖からなるヘテロ三量体構造を有する細胞外マトリックス糖タンパク質ファミリーです。これらのタンパク質は基底膜の主要成分であり、細胞接着、分化、遊走、シグナル伝達、神経突起伸展、転移など、様々な生物学的プロセスに関与していることが示唆されています。この遺伝子の変異は、ポレッティ・ボルトハウザー症候群に関連する可能性があります。 [RefSeq提供、2014年9月],ドメイン:ドメインVI、IV、Gは球状です。,ドメイン:αヘリカルドメインIとIIは、他のラミニン鎖と相互作用してコイルドコイル構造を形成すると考えられています。,機能:ラミニンは、高親和性受容体を介して細胞に結合し、他の細胞外マトリックス成分と相互作用することで、胚発生中に細胞の接着、移動、組織への組織化を媒介すると考えられています。,類似性:ラミニンN末端ドメインを1つ含みます。,類似性:ラミニンEGF様ドメインを17個含みます。,類似性:ラミニンIVタイプAドメインを2つ含みます。,類似性:ラミニンG様ドメインを5つ含みます。,細胞内位置:主要成分。,サブユニット:ラミニンは、3つの異なるポリペプチド鎖（α、β、γ）からなる複雑な糖タンパク質であり、ジスルフィド結合によって、1本の長い腕と3本の短い腕からなる十字型の分子を形成し、その両端には球状構造を持つ。アルファ1はラミニン1（EHSラミニン）およびラミニン3（Sラミニン）のサブユニットである。
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、がんにおける経路、小細胞肺がん、
	画像データ
	

	LAMA1抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	PARK7 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

